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＜ＵＲ都市機構の情報誌『ＵＲ ＰＲＥＳＳ』最新号＞ 

巻頭インタビューは「ＡＫＢ４８」！！ 

【高橋みなみさん、岩田華怜さん、小嶋真子さん】 

特集：つながる ひろがる 復興するまちを訪ねて 
オンライン版では WEBオリジナルコンテンツも楽しめる!! 

 

独立行政法人都市再生機構（ＵＲ都市機構）は、4月 30日（木）、情報誌『ＵＲ ＰＲＥＳ

Ｓ（ユーアールプレス）』最新号を発行しました。最新号の『ＵＲ ＰＲＥＳＳ ｖｏｌ.４１』

は、ＵＲの各営業センター、賃貸ショップ、本社、支社の窓口などで無料配布をしています。 
 

最新号の巻頭インタビューには、人気アイドルグループ“ＡＫＢ４８”

から、高橋みなみさん、岩田華怜さん、小嶋真子さんが登場。東日本大

震災発生直後から、月に一度、被災地でのライブや握手会など、4年間

継続して復興支援を行ってきたＡＫＢ４８の皆さん。支援活動を通して

感じた「忘れられない思い出」、「自分たちの中で変わったこと」、お気に

入りの被災地のグルメ、“みんなで手を取りあい前に進む”ために今後も

続けられる支援活動への想い、被災地の方々へのメッセージなどを語っ

ていただきました。 
 
今号の特集は“つながる ひろがる 復興するまちを訪ねて” 

宮城県女川町では、昨年の災害公営住宅完成に続き、ついに今年 3月に

ＪＲ石巻線女川駅が復旧し、新たな“まちびらき”が行われ、同県の東松

島市でも、5 月 30 日にＪＲ仙石線が復旧し、全面開通を迎えます。また、

岩手県の各被災地では、災害公営住宅建設や宅地造成、市街地整備の進展

により、着実に次の生活ステージに向け新たな一歩を踏み出す人々がいま

す。そして、福島県いわき市では、ＵＲも協力し、今年 1月に開店した復

興仮設商店街「とよマルシェ」が地域住民の買い物、交流の場としてにぎ

わうなど、ＵＲ都市機構が今取り組む、東日本大震災各被災地での復興支

援事業と、その地で生活再建を目指す人々による取り組みの最新事例を紹介しています。 
 

その他、「ＵＲのまち あのまち・このまち・歩いてみよう！」や「ベランダ菜園のたのし

み」、「人気ブロガーの団地ＤＩＹ術」、「世界の扉を開く本」などの連載企画・コラムも楽し

んでいただけます。 

また、パソコンやスマートフォンからご覧いただける「オンライン版」では、巻頭インタ

ビューやその他記事のオリジナル動画など、「Webオリジナルコンテンツ」も掲載しています。 

★「ＵＲ ＰＲＥＳＳ」オンライン版 http://www.ur-net.go.jp/publication/web-urpress41/ 

 
【本リリースについてのお問い合わせ先】 

ＵＲ都市機構 本社 広報室 広報担当 

TEL/０４５－６５０－０８９２  

http://www.ur-net.go.jp/publication/web-urpress41/


 最新号の内容                               

 

【巻頭エッセイ】  

まちの記憶④ 「町の明かり」角田光代（直木賞作家） 

 

【Special Interview】未来を照らす④  

ＡＫＢ４８ 高橋みなみさん、岩田華怜さん、小嶋真子さん 

この先に待っている東北の未来に向かって一緒に進んでいきたい 

 

【特集】つながる ひろがる 復興するまちを訪ねて 

●宮城県 女川町  

 生まれたばかりの新しい「まち」に希望の一歩がしるされた日 

●宮城県 東松島市 

 5月 30日に仙石線が開通 1日も早く、高台にまちをつくる 

●岩手県 大槌町／山田町／陸前高田市／大船渡市 

 それぞれの思いを胸に踏み出す新たな一歩 

●福島県 いわき市 

 待望の仮設商店街「とよマルシェ」が誕生。地域住民の希望の光に！ 

●ＵＲ都市機構が取り組む復興支援ＭＡＰ２０１５ 

●兵庫県 芦屋市 

 その未来は東北にもいずれやってくる 

●東北へ行こう！ 

 

【連載企画】 

●ＵＲのまち あのまち・このまち・歩いてみよう！ その②  

あすと長町（宮城県仙台市） 

 

●べランダ菜園の楽しみ④    

たなかやすこ おひさまが何より好きなミニトマト 

 

●人気ブロガーの団地 DIY 術④  

Makees ふすまを取り払って開放感あふれるリビングに 

 

●世界の扉を開く本④   

三田修平 テーマ「東北再発見」 

 

【その他】 

●プレゼント付きクロスワードパズル 

 

●ＵＲ ＩＮＦＯＲＭＡＴＩＯＮ 

 



■『UR PRESS』について 

ＵＲ都市機構が発行する情報誌。昨年から㈱新潮社が編集協力で参加。ＵＲの各営業センタ

ー、賃貸ショップ、本社、支社の窓口などで無料配布しています。また、オンライン版では、

巻頭インタビューやその他記事のオリジナル動画など、誌面では見られない「Web オリジナ

ルコンテンツ」も掲載しており、パソコンだけでなくスマートフォンでもご覧いただけます。 

「ＵＲ ＰＲＥＳＳ」オンライン版：http://www.ur-net.go.jp/publication/web-urpress41/ 

 

■UR都市機構について 

２００４年、日本住宅公団や宅地開発公団の業務を継承した都市基盤整備公団に、地域振興整備

公団の地方都市開発整備部門が統合されて設立した独立行政法人。都市の再生・発展と国民生

活の向上を目的としており、おもに全国の「ＵＲ賃貸住宅」の運営・管理や「都市再生事業」、東日本

大震災の復興まちづくりを行う「震災復興支援事業」などを手掛けています。 

現在、日本は少子高齢化や環境問題、地方都市の衰退、防災性の向上といった多くの課題を抱え

ており、ＵＲ都市機構はこれらの社会的問題に積極的に向き合い、人々が快適に暮らせる住環境を

作るためのさまざまな取り組みを行っています。 

 

○「団地を楽しむ教科書 暮らしと。」発売中！！ 
「東京 R 不動産」とＵＲ都市機構による新たな団地の魅力を提案する書籍『団地を楽しむ教科書 

暮らしと。』が全国の書店やインターネットで発売中です。 

㈱青幻舎：http://www.seigensha.com/newbook/2015/01/19154601 

 

■書名  ：『団地を楽しむ教科書 暮らしと。』 

■発行元 ：株式会社青幻舎 

■発売日 ：2015 年 3月 3日（火） 

■販売価格 ：1,500円＋税 

 

 

○「理想の部屋さがしぴあ 首都圏版」も発売中！！ 
ＵＲ都市機構が全面協力したぴあ MOOKが首都圏の書店やネットショップなどで発売中です。 

ぴあ㈱：http://corporate.pia.jp/news/detail_urmook.html 

 

■書名  ：『理想の部屋さがしぴあ 首都圏版』 

■発行元 ：ぴあ株式会社 

■発売日 ：2015 年 1月 8日（木） 

■販売価格 ：680円＋税 

 

http://www.ur-net.go.jp/publication/web-urpress41/
http://www.seigensha.com/newbook/2015/01/19154601
http://corporate.pia.jp/news/detail_urmook.html

